
受講寺院の声をご紹介いたします 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

山陰教区 大田西組 西楽寺 

2018 年度モデル研修を受講し、現在研修講師の菅原昭生さん。 

この研修での学びを活かし、計画が実行されています。 

 
 

東京教区 静岡西組 教覚寺 

2018 年度モデル研修を受講し、現在研修講師の南荘摂さん。 

作成されたビジョンのもと「チーム」で計画が実行されています。 

  

（こんな方に受講をお勧めします） 

連綿と受け継がれてきた「自坊のこれから」について悩んでおられる方。「自坊のこれから」はご住職だけではなく、 

寺族やご門徒にとっても大切な問題です。この研修の特徴は、お寺を支える方とご一緒に受講することで「自坊の   

これから」を明確にし、次の一歩を踏み出すきっかけになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•それまでの私（自坊）は、日々沸き起こる問題に対して、ただアタフタと

その場凌ぎの対応に明け暮れて、結局、空しい疲労感が残るだけでした。

ところが、この研修を通じて明確なお寺のビジョンを持ったとき、お寺の

動き一つ一つが意味をもち、ストーリーとして繋がりました。

•そして折しも、作成した寺院運営計画書を実行に移そうとする時、新型コ

ロナウィルス感染症が流行し、アクションを中断せざるを得ない状況とな

りました。しかし、そんな中でも、この研修で学んだ考え方（外部環境・

無形の価値）を踏まえて、このタイミングで為すべきアクションを起こす

ことができたと思います。その典型は、ご門徒と1対1で繋がる公式LINEア

カウントの導入、リモート仏事の対応、Youtube での法座ライブ配信です。

•超過疎地にある当寺では、ご門徒の約4割が県外在住の「離郷門徒」です。

そのため、お寺と離郷門徒を結ぶとき、距離的・時間的な隔たりが大きな

障害となります。しかし、オンラインという手段の導入によって、そのハ

ードルを超えることができたわけです。この研修で学んだ世の中の手法

（マーケティング）がここでも活用されました。

•この講座を受けて一番よかったのは、妻（当時若坊守）とお寺についてと

ことん話し合うことができたことです。日々の業務や子育てに追われてい

た私たちは、普段お寺のビジョンについて語り合うこともありませんでし

たが、この研修がきっかけとなり、色んなことを話すようになりました。

また、我々寺族以外のご門徒さんの声も聞かせていただくことで、私たち

にはない視点も加わりました。

•その中で、お寺のホームページをより時代に即したものとする必要性を

感じ、行動計画の一つに記しました。今年の継職を機に、計画通りホーム

ページをリニューアルすることができ、あらためて計画書の中身が具現化

されていく喜びを感じます。https://kyogakuji.jp/

•コロナ前の計画書なので想定外なことも多々ありますが、それこそ行動計

画などは時代に合ったやり方で常に書き換えていくものでもあると思いま

すので、少しずつビジョンに近づけるように、これからも「チーム」で頑

張っていきたいと思います。

お寺のビジョン 
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ます。しかし、オンラインという手段の導入によって、そのハードルを超えるこ

とができたわけです。この研修で学んだ世の中の手法（マーケティング）がここ

でも活用されました。 

• この講座を受けて一番よかったのは、妻（当時若坊守）とお寺についてとことん

話し合うことができたことです。日々の業務や子育てに追われていた私たちは、

普段お寺のビジョンについて語り合うこともありませんでしたが、この研修がき

っかけとなり、色んなことを話すようになりました。また、我々寺族以外のご門

徒さんの声も聞かせていただくことで、私たちにはない視点も加わりました。 

• その中で、お寺のホームページをより時代に即したものとする必要性を 感じ、

行動計画の一つに記しました。今年の継職を機に、計画通りホームページをリニ

ューアルすることができ、あらためて計画書の中身が具現化されていく喜びを感
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• コロナ前の計画書なので想定外なことも多々ありますが、それこそ行動計画など

は時代に合ったやり方で常に書き換えていくものでもあると思いますので、少し

ずつビジョンに近づけるように、これからも「チーム」で頑張っていきたいと思
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Família de Sangha ～おみのりでつながる教覚寺ファミリー～ 

 

わくわく、たのしく、ほっこりと 



寺院サポート講座『お寺のビジョン作成研修』（オンライン開催） 

開催要項 

 

１．目的・内容 

「寺院サポート講座」は、住職をはじめ僧侶、坊守、寺族、門信徒など、お寺の持続的な発展を導く人や協働する人

に向けた、それぞれの立場でこれからのお寺づくりに役立てていただくためのオンライン講座です。 

この「お寺のビジョン作成研修」は、寺院の置かれている環境を把握し、地域での役割を明らかにします。         

そして寺院を支える人や組織力などを「無形の価値」として捉え、その強みを生かした 1 ケ寺ごとに持続的で     

実行可能な「寺院運営計画書」を僧侶、坊守、寺族、門信徒の協働で作成します。是非ご参加ください。 

 

２．開催期日  ご希望の日程を、以下から 1 つ選択のうえお申込みください（例 A-1 など）。 

グループ内であれば、別日程への振替参加も対応いたします。 

 
３．参加対象者  必須：住職（法人代表者）または住職後継予定者 

推奨する同伴者：所属寺院関係者(衆徒、坊守、寺族、門信徒等)より１名以上 

※全４回中３回以上参加できること（最終回は必須） 

４．募集寺院数  ３００ケ寺（各日程４０ケ寺程度） 

５．開 催 方 法  Zoomミーティングを使用し、オンラインで開催 

         ※ワークショップがあるため、住職や寺院関係者がお寺に集まって参加いただくことが 

望ましいですが、必ず新型コロナウイルス感染症対策をお願いします。 

【参加にあたって】 

・Zoom がご利用いただければどなたでも参加可能です。 

・自坊の運営で“鍵”となるご門徒と参加いただくと、実りある研修会となります。 

６．申 込 方 法  オンライン   ※右の QR コードより入力フォームへ→ 

７．申 込 締 切  各日程とも、第１回開催日の１週間前 

          A-1･･･6/20(月)、A-2･･･6/23(木)、A-3･･･6/15(水) 

B-1･･･7/13(水)、B-2･･･7/12(火)、B-3･･･7/14(木)、B-4･･･7/15(金) 

８．参 加 費 用  ￥１２，０００.-（１ケ寺）  

振込先(1) 郵便振替  ０１０６０－８－１００ 

(2) 加入者名  浄土真宗本願寺派 宗務所 

※通信欄に「お寺のビジョン作成研修」とご記入ください。 

 

詳しいお問い合わせにつきましては、宗務所僧侶養成部＜布教使担当＞ 

（jiin-support@hongwanji.or.jp 又は 075-371-5181 代表）までご連絡ください。      以 上 

寺族やご門徒と住職の思いを共有していますか？ 

住職ひとりでお寺のことを抱えていませんか？ 

 

「お寺のビジョン作成研修」は全４回の研修を通じて、 

ご自坊の「寺院運営計画書」を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少や価値観の変化など、お寺を取り巻く社会環境変化に対応する「自坊のこれから」を明確にする方法を寺族や

ご門徒と学びます。私のお寺は「こうありたい」という住職の思いを、研修を通して寺族やご門徒と共有できます。 

 

同じお寺は一つとしてありません 世界に一つしかない、寺院運営計画書を創りましょう！ 

寺院運営計画書とは？ 

お寺が実践する事業計画を、論理的かつ具体的に表現するため、計画に必要な５つの構成要素を段階的に標記する枠組

みが「寺院運営計画書」です。第１回から第３回の講義で、計画書全体の構造を網羅します。最終的にご自坊の「寺院

運営計画書」を作成することができます。 

 

A-１

(※夜開催)

事前説明会 30分程度

10:00～16:00

18:00～21:30 (※A-1のみ)
1/20(金) 1/19(木)

18:00～21:30 (※A-1のみ)

13:30～17:00

第４回 12/22(木) 12/15(木) 12/21(水) 1/18(水) 1/17(火)

10/5(水) 10/3(月)

第３回 9/15(木) 9/30(金) 9/27(火) 12/7(水) 12/6(火) 12/8(木) 12/9(金)

第２回 7/25(月) 7/28(木) 7/29(金) 9/26(月) 10/4(火)

お申し込み後、個別に複数日程をご案内します

第１回 6/27(月) 6/30(木) 6/22(水) 7/20(水) 7/19(火) 7/21(木) 7/22(金)

開催日程

グループA（12月修了） グループB（1月修了）

開催時間
A-２ A-３ B-１ B-２ B-３ B-４

第
１

回

第
２

回

第
３

回

第
４

回

※日程変更（順延・追加）しています 

お 寺 を 取 り 巻 く 環
境 と 受 け 手 の 変 化
を見てみよう！ 
 
 
日本史上、前例のない
人口減となり、外部環
境は劇的に構造変化し
ています。これからの
お寺の在り方につい
て、受け手視点で具体
的に考えます。 
 

無形の価値の視点か
ら自坊の強みを見出
し､ビジョンを描こ
う！ 
 
無形の価値とは、個々
のお寺が持つ目には見
えない力のこと。大き
く分けると、①使命・ビ
ジョン、②人の力、③組
織の力、④関係性の力
の４つに 分類して、
自坊の強みと将来像
（ビジョン）を描きま
す。 
 

受け手の視点から寺
院運営計画を具体化
しよう！ 
 
 
これからは、門信徒や
地域の人のみならず、
もっと広い視野で「お
寺が選ばれる」ことを
意識して取り組む必要
があります。世の中の
手法（マーケティング）
を使って、受け手視点
での「寺院運営計画書」
作成のヒントを学びま
す。 
 

寺院運営計画書を発
表しよう！ 
 
 
 
これまでの研修を踏ま
えて作成した「寺院運
営計画書」を発表しま
す。他の受講寺院の発
表からも学びあいま
す。「自坊のこれから」
の新たなスタートで
す。 
 


